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を行った後にも、G テール長は心血管イベントの新規発症と関連していた(HR per log 
luminescence signals (rlu) 0.12, 95% confidence interval [CI] 0.12 - 0.50)。 
 上記の結果のように総テロメア長では心血管疾患の発症との相関がみられなかったが、G
テールでこの相関が見られ、有用な予測因子と考えられた。この理由としては、G テール
には、塩基の中でも特に酸化ストレスに感受性の強いグアニンが豊富に含まれていること
が一因と考えられる。血液透析患者においては、末期腎不全状態に陥って以降、高度の酸
化ストレスに晒され続ける状況にあったと予想される。また心血管疾患の発症促進因子と
しては酸化ストレスの関与が大きいことは明らかにされている事実である。このことより
長期間酸化ストレスに晒された透析患者において、総テロメア長よりも G テール長がより
強く障害され、短縮の程度が目立った結果、有意な差を持って予測因子となり得た可能性
が示唆される。心血管疾患を発症する透析患者のように、G テールが傷害を受けやすい背
景を有する患者群においては、G テール傷害の結果、保護機構としてのテロメアループ構
造が崩壊し、その後に総テロメア長の短縮が生じたと考えられる。透析患者群とコントロ
ール群の間のような大きな差を有した群間比較であれば、総テロメア長を用いても心血管
イベント発症とテロメア長との間に有意な差異を同定することは可能であると推測される。
しかし、透析患者群間での心血管イベント発症についての比較検討を行う際には、G テー
ルを用いた方がより鋭敏な予測因子になり得ると考えられる。 
